












































































































図 2  SCORM はサーバ側の LMS から教材を表示し学習結果を保存する 
 






























図 3  SCO は API インスタンスを介して LMS とデータのやり取りをする 
 
SCO は，API インスタンスという JavaScript
で呼び出し可能なプログラムを介して LMS とや




















































図 5 教材作成フロ  ー



















































































図 13 学生アンケートの結果 
SCORM に対応した英語教材作成の実践                15 
 
 
 
「コンピュータを使った英語授業に対するあ
なたの意見をお聞かせください」という記述式の
アンケート結果を図 14に示す。やはり「自分のペ
ースで学習できるのが良い」という意見が多かっ
た。 
 
 個人個人が自分から取り組めるのでとて
もよい授業形式だと思う。 
 一般的な講義タイプの英語の授業より自
分で考えてできる授業内容になるので身
につく。 
 自分のペースでできるのが何よりよかっ
た。授業中ボーっとできなかった。 
 コンピュータを使うとまじめに取り組む
人とそうではない人に分かれていくと思
う。 
 タイピングもできるようになったし，ス
ペルもなんとなく覚えられるようになっ
た。 
 
図 14 「コンピュータを使った英語授業に対するあなたの
意見をお聞かせください」という問いに対する意見 
 
 
7. おわりに 
講義形式の授業をeラーニング化するためには，
PowerPoint のスライドを用意して，ビデオカメ
ラの前で講義すればそれがほとんどそのままで教
材になる。しかし，英語教材のばあいには，
SCORM対応にすることが望ましい。また，学生
の入力した英文を評価する必要がある。そのため
教材作成のハードルが尐し高くなる。最近，
SCORM 対応の教材を作成するための各種ツー
ルや音声を編集するためのツールなどが整ってき
ており，開発しやすい環境が整ってきている。本
論文では，問題別のテンプレートを使った開発方
法を紹介した。自動的に問題文を挿入してウェブ
ページを生成できるので，多量の演習問題を作成
するときに便利である。実際に授業で試用してみ
た結果は，アンケートに示すように比較的好意的
な意見が多かった。予習，復習に利用でき，自分
のペースで学習できることから学習効果が向上す
ることが期待できる。 
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